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オクラ栽培について 平田　優輝
上島営農指導センター
080-1729-1639

野　菜

　３０年産の柑橘類については、夏場の乾燥、早期の着色
により果皮障害が出やすい状況です。収穫、選別を丁寧に
行い、貯蔵期間中の腐敗、コハン症の発生等注意しましょ
う。また、寒波、鳥獣害にも注意しましょう。

１．各品目別の収穫時期について
品種 区分 収穫基準日

デコポン（露地） レギュラー １/ １より
天草文旦 完熟園 １/２０より
甘夏 レギュラー １/ １より

２．中晩柑の収穫と予措・貯蔵
　腐敗果防止の為、収穫時は果実にキズをつけないよう丁
寧に扱い、下の表を参考に予措を行ってください。また、

デコポンについてはポリ個装が遅れるとコハン症等が発生
しやすい為、収穫時の天候状況に合わせた予措を行い、ポ
リ個装に入りましょう。

品種名 予措期間（減量割合） 予措湿度
デコポン １４日（３％程度） ８５～９０％
ポンカン ３０日（７％程度） ８５～９０％
甘夏 １４日（３％程度） ９０％

３．樹勢回復対策
　収穫が終わった園では速やかにチッ素主体の葉面散布を
行い、樹勢回復を行ってください。

薬　剤　名 希釈倍数 備　　考
尿素　又はアミノジューシー
Ｎ１４　又は神協スピリッツ ５００倍 収穫後３回以上集中

散布を行いましょう。

果
樹 １月の柑橘園管理

原口　悠貴
下島営農指導センター
080-2725-7775

果　樹
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【トルコギキョウの開花特性と冬季開花の環境調節】
・トルコギキョウは北米大陸原産で、自然環境下では
夏に開花する植物です。

・花芽分化と発達は、高温、長日、高日照条件で、促
進されます。

・冬季出荷は、低温、短日、低日照条件のために花芽
分化の遅れや発達の停止（ブラスチング）が生じや
すい作型です。

・冬季開花の作型では花芽分化と発達を促進する環境
調節が必須です。

【冬季開花の光合成環境の特徴】
・冬は昼が短く、日射量が夏の半分と少ないため、１日
当たりの糖の生産量は夏と比較して約半分に減少し
ます。
・トルコギキョウは、冬の晴天日の光強度と大気二酸化
炭素濃度下では、、葉温 25-30℃で光合成速度が最大
になります。そのため、日中のハウス内温度も 25℃
を超えない場合は、さらに光合成速度が低下します。

（光合成の仕組み）
・光合成とは、水と二酸化炭素を原料として、光エネ
ルギーで糖を合成する化学反応です。
　→糖（光合成同化産物）は植物体の材料となり、切
り花のボリューム増加のために利用されます。
・光合成速度を決める環境要因は、水、二酸化炭素、
光強度、葉温です。

・二酸化炭素濃度や光強度が低下するほど光合成速度
が低下します。水欠乏は葉の気孔を閉鎖させ二酸化
炭素の取り込みを阻害します。

【ブラスチング発生と糖の関係】　
ブラスチングとは…胚珠（種子のもと）が分化せず、蕾
の成長が止まる現象

【ブラスチング回避のポイント】
Ⅰ、花芽分化や蕾の発達を促進する。
①白熱灯で長日処理を行う。

Ⅱ、光合成を促進する。
①太陽光を最大限取り込む。
②光の強い時間帯は 25℃以上。
③換気（外気導入）、二酸化炭素施用を行う。
④葉が萎れるほど水切りしない。

Ⅲ、糖の消費を防ぐ
①多窒素条件にしない。
②夜温を10℃程度に下げる。

Ⅳ、余分な蕾や枝をその成長初期に切除

【品種についての考え方】
・低コスト計画生産を実現させるためには、出荷率（製
品率）が高いこと、出荷時期がそろうことが大前提で
す。

そのためには、
・初期生育が優れ、花芽分化の揃いが良い品種。
・ブラスチングの発生が少ない品種　の選択が必要で
す。

・品種選択の基準の一つである「早晩性」では、早生
～中早生が該当します。

・ブラスチングの発生のしやすさには品種間差がありま
すが、早晩性や花の大きさとの相関はありません。

　栽培圃場の光環境や栽培技術によって、安定的に栽
培可能な品種の範囲も異なります。個別に比較検討し
て、品種選定を行ってください。

花
卉

ント】】

吉澤　清
上島営農指導センター
080-1729-1637

花　卉

トルコギキョウの冬季計画生産のための考え方
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